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版画指導の新しい可能性について
-2005年度学習指導講座【版画識座】識義録一

ANewPossibilityofThePrintEducation

氷津禎三獣

ＴｅｉｚｏＮＡＧＡＴＳＵ

２〔)０４イド度より、琉球l大学教育学部とjlilI鯛市教育委員会が協働事業を推進することになりました。この

ＮＡＲＡＥネットを活/Ⅱし、那醐ITh立教育ｲﾘﾄﾞ究所（瑞騒iMi雅子〃｢長）の「夏休みブラッシュアップ実践諭座」
に鱗lMiとして参加することになり、２０()5年８月５１]、学習指騨識座【版imii識座】を担当しました。

学校現場で行われている版画牧育については，日頃から思うところが多々あったのですが、これまでは

充言を控えてきました。この機会に断片的に考えていたことを繋げてみようと思い、資料を揃えて識座に
臨みました。

せっかく資料を揃えまとめたのですから、識座内容を文字としても残すべきだと考え、講義録にしてみ

ました。内容は、ほぼ識座当日そのままですが、時間の関係で紹介するのを省略せざるを得なかった資料

も加え、言葉を補い、文章化することで，より明確に整理できたように思います。今後の継続的な交流の

ためにこの講義録を役立てたいと思っています。

1．自己紹介を兼ねた講座への導入

はじめまして。この講座をお引き受けするかどうか決めるとき、この識座に皆さんが何を期待されるの

かを想像してみました。おそらく多くの方は、教育版画コンクールに入賞するための具体的な手だてを伝

授してもらえるのではないか、あるいは、上位入賞するためのヒントが得られるのではないか、こんな風

に思っていらっしゃるのではないのかな、と想像したのです。

ところが、私はこの「教育版画」に疑問を持つ立場なのです。誤解を恐れず単純な言い方をすれば、何

故、このような「教育版画」という不自然なジャンルがあるのだろう、何故、みんながこのような狭い世

界の中だけで頑張っているのだろう、そう思っているのです。

それで、素直に、私はいわゆる「教育版画」に否定的な考えを持っていて、これまでこれに一切関わっ

てきていないこと、しかし、教育現場で子どもたちが幅広い造形活動の一つとして版画表現を行うことに

ついては強い関心をもっていること、を担当者にお伝えしました。それでもこの講座をお引き受けしても

良いのかと伺いましたら、意外にも「その立場でどうぞ」との回答で、実は少々驚きながらも楽しく舗座

の準備をしてまいりました。

今回は、琉球大学教育学部と那覇市教育委員会が相互に連携・協力する協働事業ＮＡＲＡEネットでの調

座ということですから、今後、相互に交流していく最初の一歩として、今日はまず、私がどんなことを考

えている者なのかをみなさんに知っていただく機会にしたいと考えています。

まず、自己紹介を兼ねて、私と版画の関わりについてお話ししたいと思います。

私がはじめて版画というものを意識したのは高校１年生.高校に入学してすぐに友人ができ…。齋藤君

､美術教育教室
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といいますが、彼は文芸部に入っていて、詩や戯曲を書いていました。ある時、部の文芸誌を見せてくれ

ましたが、その表紙が実に格好良い。その原画が同じ高校にいる彼の２歳年上のお兄さんの銅版画作品で
した。

図譜室に行くといつでも、授業時間中にもかかわらず同じ人が必ず同じ席にずっと座っています。長髪
で丸いlllil鏡を掛けた痩せた人で、ちょっとジョン・レノン風。それが彼のお兄さん、雄空:さんでした。

あんなに授業をサボっていて大丈夫なのか聞くと、彼は芸大受験だからという答え。何か良く分からな

い答えですが、きっと大丈夫だったのでしょう、現役で愛知の芸大に合格しました。

私は、高校３年の５月までは理数系志望でしたが、突然気が変わって６月から裟大志望に変更しました。

それで、学校では受験対策が何も出来ないので美術の受験研究所というところに行くことになりました。
あの雄二さんがアルバイトしている研究所に通うことになったのです。

現役の受験は、全くの螂鯛不足で第１次で早々と不合格。すると新年度まで暇なのです。それまで昼間
はil:１１校、夜は研究所の〈klWiで結柵厳しかったのが、ボーンと２ケ月くらい間が出来てしまって何とも１１１Mな
のです。そうしたら、雄二さんが銅版111mをしに家に来ていいよと言って下さいました。自宅にプレス機な
ど…式jiiiっていて、そこでjl1il版iiIiをiUiIいました。大学に入るiiIiに、受験とは関係なく．イ'Wとなく作lMhらし
きものを作り姉めたのが、私のM》合、銅版iilliだったのです。

一狼で愛知の挫大に合格したとき、籾が自動噸免iili:の慨１１１をくれるというのを断って、中型の銅版画プ
レス機を買って関いました。大学では３年次に版画実習の授業があり、リトグラフを習いました。この時、
なんだか自分にはリトグラフの制作方法が体にしっくり合っている気がしたのです。それで大学院１年の
時、本格的にリトグラフをしてみたくなりました。ところが、不自由な大学で、版画工房が使用できるの
は版画実習期間の２ヶ月間だけなのです。でも運良く、大学の非常勤をしていた７期ほど先輩の人が自分
のアトリエの一角を版nm工房にしていて、自由に使って良いと言って下さいました。夏休みの２ヶ月間、
殆ど泊まり込みで制作させてもらいました。後ほどお見せしますが、この時の作品が、私のリトグラフの
技術が一番高かった時のものです。（笑）

振り返ってみると、本当に私は先輩たちに助けて貰いました。それで、大学のプレス機の買い換えの時、
業者を通して中古で安くリトグラフプレス機を購入し、沖縄に来る前の３年間ほど農家を一軒借りてアト
リエにしていたとき、一角を版画工房にして銅版画とリトグラフのプレス機を置き、私も後輩たちに開放
していました。今日お見せする作品のいくつかは、この時に作品交換したり譲って賞った、この後輩たち
の作品です。

琉球大学に赴任することになり、沖縄に来たのが23年前です。こちらに来てから数年間は絵画作品と並
行して版画の作品も制作していましたが、作品として制作するのは絵画だけになり、ここ数年は絵画から
も離れ、wanakioという地域発信型のアートイベントに参加しながら、写真と物語を合わせた作品を制作
しています。

これまで大学の授業の他にiii添市美術館の版画繊座を担当したりしていますので、そのための習作的版
li1iiは作っていますが、作,Allとしての版面は最近、IliI作していません。しかし、私にとっては、版画は自分
自身の制作のスタイルを創り上げるときに最初に手にしたメディアですし、版画を通して得た思考法は、
今でも作品制作の重要な要素になっていると思っているのです。
今日は、これらの習作的版画も持ってきていますので、後ほどお見せしたいと思っています。

2．みなさんはどんな版画の授業をしていますか？

今日、お集まりの皆さんは全員小学校の先生だそうですね。お願いしておいた、指導なさった子どもた
ちの版画作品を持ってきて頂けましたか？

今日は、初めにレジュメにある内容で１時間半程お話しし、その後、持参した私の作品や、私の指導し

－１１４－



水↑膨版iIIIi桁導の新しい可能性について

た学生らの作品、皆さんの持ってきてくださった子どもたちの作品を見せ合いながら話し合う時間を１時
'1Wほど予定しています。そｵ1で、後ほどゆっくり作品は見せていただくつもりですが、ちょっと今、その
''１からつだけ選んでこちらに掲げてくださいませんか。

個々に作,Ｍ１をjiしればそｵlぞｵlが索11ifらしい作,ＩＨＩですが、何故、みな同じ大きさの作品なのでしょう。何
IIik、みな鵬…色の災現なのでしょう。何故、頭や)体や手足の比率が似通っているのでしょう。何故、みな

｢生iilniliiJなのでしょう。（iii故、紙版ii1iiは低学年で、櫛学年になると木版iiljiしかしないのでしょう。

版lll1iの表現は幅広く、実に豊かにある筈なのに、なぜこのようなiuji-的なｌＵ:界になってしまうのでしょ
う。

もちろんその'11:界に入り込んでしまえば、その'1]では個々の述いがあり、それぞれの工夫があり、それ

ぞれの魅力があるのは分かります。また、コンクールという既存の評価システムに乗れば、指導等の努力

を社会的に蝿め評lilliして戯えるということもHl1解出来ます。こう言っている私だって、２０～30歳代の頃は

191分の作肚,を絵lHIiや版lⅢiのコンクールにfIhM,して爽納を作ってきたのですから、全く同じ鯛です。

そｵ1でも、今の時代ではこのような1llii-的な教育版Ii1Uiのコンクールに乗らなくても、例えば、インター

ネットで自分の鍵lljiをその絲過を念めて苑炎することだってiil能でしょう。実は、結果物としての作品だ

けを切り離してjiしるより、その過程までも命めてその全体を－．つの作I}&とする見方の力がずっと現代的な

のです。

3．四つの版形式

今日は、図版をお見せしながら、版画の歴史的な流れ等もお話ししたいのですが、大前提として、版形

式と版種のことを押さえておかなければなりません。教員採用試験問題の定番のような事柄ですからみな

さんきっとご存じですね。でも、一応確認のためにまとめておきます（図１)。

今日は、筑摩書房刊パリ国立図書館所蔵『世界版画大系』全10巻から図版を選んできました。まず、図

２は西欧で現存する最も古い版木（｢プロタの木版」といわれています）を近年刷ったものです。これが

1370年頃のもの。そして図３「キリスト傑刑像」が刷られた版画で現存最古のものです。1380～1400年

頃といわれています。この『'1t界版画大系』では、西欧の最古の版画が14世紀の終わり頃ということなの

ですね。

何か変ではありませんか？

蔵外に新しいのだなと不忠識に思いませんか？版1iliiって、もっとずっと昔からありそうですよね。

実は、年代のはっきりした現存最古の印刷物は|]本にあります。「衙万塔陀羅尼」〈図４）です。これは、

｢天平宝字８（764）年に、藤原仲麻呂の乱が平定された事を機に孝謙上皇の勅願によって蒲手され、宝亀

元（770）年４月に完成した呪文である｡」と解説されています。また、版画の遺品としても、奈良時代の

｢宝相華文紙」（図５）が正倉院に残されています。「百万塔陀綴尼」の解説と同様、町田市立国際版画美術

館編集改訂版『版画の技法と表現』での「宝相華文紙」の解説文は次のようになっています。

「この薄墨色ですられた木版画「宝相華文紙」（昭和５年発見）の大きさは、東大寺大仏殿、廟間の須理

板の寸法に近い。また、文様の随所に彩色の指示などが記載されてもいる。こうした点からみてこれは、

東大寺大仏殿の造営のさい、多くの工人たちに図様と彩色を統一させるために使われた指示轡に近いもの
と思われる。もしこの推測が正しければ、版画の複数性を活かした好例といえるだろう｡」
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推測すると、最古の版画は中国にあったのだろうと思われます。それは、中国で紙が発明されたからで
す。紀元１世紀に察倫が紙を発明したとよく言われますが、実際はもっと古い出土品もあり、察倫がそれ
までの紙漉の技術を集大成して、格段に質の商い紙を開発させ、これが普及したのが紀元105年というこ
とだと思います。

それが、西欧に紙漉の技術が伝わっていくのは図６のように、シルクロードを通って、1000年以上もか
かっているのですね。イタリアのフアプリアーノで最初の紙漉所が出来たのは1276年、後に出版の中心地
になるドイツのニュールンベルクでは1390年のことなのです。

つまり、版画というのは、紙に刷られて初めて「版画」になるという解釈なのですね。ですから、この
『世界版画大系』では、蛾古の版uiiは14世紀の終わり頃、つまり、「キリスト傑刑像」（1380～1400年頃。
図３）が現存殿古のものとなっているのです。

ところで、「プロタの木版」（図２）は断片で発見されていますが、予想できる画面サイズが当時瀧くこ

との出来た紙のサイズよりもかなり大きいそうです。それで．恐らく布に刷られていたのではないかと推
測されているそうです。しかし、j(Wに刷るということなら、もっとずっと以前から版を用いた制作行為が
なされていた符ですよね。例えば、衣１１Mの雌地に模様を施すのに版が用いられていたであろうとか…。

4．「版」という形式の造形表現の起源は？

それでは、紙にＭＩるという制約を外したら、「版」という形式の造形表現の起源は何だったと思います

か？人類の歴史を遡って迩かにどこまでも、どのようなものが起源だったのかと、皆さん、想像してみ

てください。

そしてそれは、版形式で言ったら、凸版、凹版、平版、孔版の四つの版形式のうち、どれだったと思い

ますか？

今、「凸版ではないか」という答えを頂きましたが、じゃあ具体的にどんなものでしょうか？

「家畜に焼き印を押すこと」ですか。それは面白い答えですね。焦げ痕をつけるというのはユニークで

良い考えだと思います。でも、時間的には家畜を飼う以前、狩猟生活の頃まで遡れませんか？

実は、こんなものが残っているのです（図７)。

これは、旧石器時代の洞窟鱸画です。フランスのベク・メルル洞窟にある手形と斑点です。この手形は

どんな風に描かれたと思いますか？

ラスコー洞iiW蝋il1ii（図８）などでも同様ですが、これらは蕊などで直接描いたものではなく、色士や炭

をljx接に'に含んだり、ｗｗ状のもの、蟻やmll物の骨などに詰めて、吹き付けて描いたのだろうと言われてい
ます。

つまり、このベク・メルル洞鬮にある手形は孔版の形式で作られたものなのですね。手を壁面に霞いて

おいて色土を吹き付ける。すると、手形が残る訳です。こんなことが旧石器時代に行われているのです。
それなら、手に色土を付けて直接押しつける凸版の方法なら、それよりずつと早くに行われていたのでし
ょうね。

実は私はもっと遡って、壁に手形を押しつけるより以前のものとして、「自分の歩いた足跡に気がついた
とき」を凸版の始まりと考えてみたいと思っています。自分自身の存在の痕跡を発見した瞬間です。そし
て、それを他者に伝えようとしたとき表現が生まれます。人類の造形活動の最初期に「版表現」が関わっ
ていたのではないかと想像してみたいのです。
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１９６０年代、様々な分野で近代の問い直しが行われました。美術の分野でも同様ですが、版画は1970年
代に入ってそのような傾向が顕著になりました。ここで行われたのが、いわゆる「版」表現の問い直しで
す。ここで「版画」表現の意味が二つの方向に明確に意識されました。悩報伝達としての意味と表現手法
としての意味です。

紙の勝及と比に生まれた「版iMli」は当初から樅数刷られることが前提でした。ルターの宗教改革が聖譜

の{'１版を通して成立したように、複数印刷さオIる「版画」は情報伝達の担い手であったのです。しかし、

｢版iUii」には版でしかできない表現というものも存在します。これは複数性の有る無しとは全く別のもので

す．「手形」や「足跡」などはこの「版でしかできない表現」の根元的なものと言えるでしょう。1970年

代の「版」表現の問い直しは、このような両極への追求という形で現れたと考えてよいのです。

ここで、ひとつの作品を思い出しました。衝典有香子さんという卒業生の作品です。琉球大学では４年

とこのとき、１年間かけてZiR業研究をします。中間報告を３回程、そして簸後に浦添市奨術館で卒展発表し

ます。彼女が最初の中間報告会で発表した作,17,は、大学の1階ロビーの典ん中に．足跡がひとつだけ残っ

ているという作品でした。実は、私はこの作品がこれまでの彼女の最澗傑作だと思っています。（笑）

いろいろな想像力を喚起する作品です。このロビーの真ん中にあるひとつだけの足跡は天から降りてき

て、そっと床に触れ、再び飛び立った足跡なのではないか、などと妄想してしまう…。彼女の狙い通り神

的な空間が現れていたように思います。その発表時には気がつかなかったのですが、これはまさに「版」

表現だったのですね。

一方で、複数性ということを純粋に考えていけば、実はこれも紙に刷るということから離れていきます。

現在では画像の情報を伝達するのにパソコンは実に便利な機械で、印刷するかしないかは任意です。パソ

コンで伝達される情報そのものを「版画」と言って良いかもしれません。

これほどパソコンが普及する以前に、デイヴイッド・ホックニーは面白い試みをしていました。彼がフ

ァックスで送付した複数のデーターを、受信者が１枚の用紙に印刷を重ねることで版画が出来上がってい

くのです。

小・中学校の教育現場でも、版画についてこのような柔軟で幅の広い発想があって良いのではないかと

思うのです.そして、そういう柔軟な発想が生まれるためには、まず、歴史に学ぶことが必要ではないか

と思います。

そこで．これからおおまかに版画の歴史を見ていこうと思うのですが、その歴史は西欧のものです。日

本の版画史を見れば、例えば平安時代の料紙にみられる多様で洗練された技法や、世界的に評価される江

戸時代の浮世絵など実に豊かです。これらは現代の私たちにとっても新たな創造の源泉として魅力溢れる

ものなのです。しかし、今日はあまり触れません。それは、「教育版画」の出発が大正時代の自由画教育や

創作版画の運動と強く結びついているからです。意識する、しない、に関わらず、皆さんの実践する教育

版画の流れの主流は西欧美術の流れなのです。今日はまず、大きな流れをとらえるため西欧の版画の歴史
を見ていきたいと思います。

5．歴史に学ぼう

西欧版画の現存最古の作品は「キリスト傑刑像」（図３）でした。最初から手彩色を前提とした黒色一版
刷の木版画です。凸版の黒く太い線はステンドグラスのように力強く、象徴的なゴシック的形態を描き出
しています。

西欧美術の流れはゴシックからルネサンスに向かい、象徴的な表現から再現的な表現に向かいます。そ
の過渡的な表現はクリプレ版とよばれる金属凸版に見ることが出来ます（図９>・蕊（タガネ）を打つこと
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でさまざまな凹部を作り、木版凸版に比べ陰影表現に近いボリューム感を狸得しています.
再現的な表現を志向すると、版画には紙に描かれた素描のような表現が求められるようになります。こ

れには、凸版より、金属板にビュラン（図'0〉と呼ばれる彫刻刀で線を彫りその凹部にインクを詰めて刷
り上げる凹版が適します。アンドレア・マンテーニヤの「聖母子」（図'1）はそのような素描的な美しさ
を湛えた名作で、後世、レンブラントにも霊感を与えた作品といわれています。
凹版画の殿も早い例は1430年頃の北方に認められます。トランプカードの画家（図１２）やＥ･S･の画家

（図,3）がその例で、北方らしい繊密な表現を凹版画の特質として見ることができます。凹版画を再現的

な絵画空間としても格段に発展させたのがマルテイン・シヨンガウアーです（図'4)。そして、これをよ
り発展させ､版画史の一・つの頂点に立つのがアルブレヒト・デユーラーです。

デューラーは北方ルネサンス絵画の巨匠ですが、版画家としても偉大な作家です。ビユランの技術の巧

みさは比洞する者がありません。何の苦もなくこの難しい道具を使いこなす職人的な技術と、画家として

の優れた絵画性を兼ねMiiえた、版卿史の中でも稀有な例と言えるでしょう（図15,16,17)。また、デユーラ

ーの原mliiを11,人が彫りおこした木版lIuiも膨大な数にのぼります。このような木版凸版は活版印刷とM（に普

皮しました（剛18)。デューラーはまた、ｉ賃接版を彫るビユラン技法だけでなく、腐食によって製版する

鉄板オーフォルト（エッチング）技法の作1N1,も作っています（図19)。

’ﾄﾞ仙紀後のペーテル・ブリューゲルは多くのピュラン作品を残していますが、これらは全て職人がブリ

ューゲルの原ｉｌｌｉを允に彫版したものです。デューラーのビュラン作品と比べると、職人的な堅さを感じさ

せます（図20)。ただ１蝋プリューゲルにはオーフオルト（エッチング）の作品があり、こちらの作品に

は画家プリューゲルの瑞々しい空間が表れています（図21)。

版画史上の頂点とも言える．エッチング技法の完成者は、１７世紀オランダ最大の画家レンブラントです。

その卓越した素描力を活かした明暗の深い階調の作品は心を揺さぶる深い感動を与えてくれます（図

22,23,24)。

一方、１７世紀から18世紀にかけては、版画制作者の名人芸や原画を再現する職人芸が隆盛を極めた時期

でもありました。キリストの聖顔を鼻の先から始まるたった一本の螺旋で表したクロード・メランの作品

（図25）では、その、途切れないビユランの線の抑揚のみで描ききる超絶技法にただ呆れさせられます.

ジエイムス・ワトソンの版画（図26）はラムゼイの肖像画に基づく作品です。このような幅の広い階調を

得るために、ベルソで製版した漆黒の版を磨きだして明部を作り出す、マニェルノアール（メゾチント）

技法が発展しました（図27ルルイ・マランの着色版画（図28）はブーシェの素描に基づく版画作品です。
現代で言う３色分解の色刷りと同様の仕組みの複数の版を用い、特殊な道具を駆使することで（図29)、
コンテで描かれた素描の原画そのままではないかと錯覚させる版画作品が実現されています。しかし、こ
のような複製的な版画は次の時代には廃れてしまいます。

近代絵剛の先廟音スペインのフランシスコ・デ・ゴヤもまた、版画史の頂点といえる版画家です。ゴヤ
の特徴はエッチング技法と併せてアクアチントとよばれる、面の階調を表現する腐食法にあります（図
30.3,.

1798年にこｵ1までの版剛技法とは全く異なる制作方法が考案されました。ドイツのゼネフェルダーが発
明した石版画（1I版）です。これは石灰石板のもつ化学的な性質により版面を油性の部分と水性の部分に
保ち、これにより平坦な面に描画したそのままの状態が版となる画期的な技法です。画家が描く線そのも
のが紙に転写されるこの技法は、当時の画家たちにとって理想をかなえてくれる版技法でした。
ゴヤもこの新技法による作品を、ボルドーの石版印刷者のもとで制作しています（図32)。
平版はこれまでにない大型の版画作品の制作を可能としました。また、日本の浮世絵の影響から、色面

的な表現が生まれ、ロートレツクの色彩ボスター（図33）やナビ派の石版画が生まれます。
平版は機械刷りのオフセット印刷という方向にも進化し、写真製版とあわせてカラー印刷が画期的に発

展することになります。前世紀に発達した複製的な版画が衰退した理由もここにあるのです。このような
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流れの中で、版lIhiはかっての素描の櫨製という方向からむしろ、版によってのみ表現できる特質が前面に
打ちｌｌｌされるようになっていきました.そして、この傾向を後押ししたのが、１９世紀末からの表現主義の
卿jlli]です．

災ＪＭＩ：鑓ｌＺｘｌ)rc器i〔)１１i鵲mlI乳（狐）とは「感怖・情締などの心的状鵬を表し出す、表出（expression)」
に''1米し、「１mV然1{錐、アカデミズム、１ﾌﾟ|j鍵lr義に対する反動として、２０Ⅲ:紀初頭ドイツに相次いで興っ
た』牌術述ｌｌｉｌｌに通)11さオ】た」造総です０，光駆iIfの一人としてノルウェーの画家、エドアルド・ムンクをあげ
ることができます。

ムンクの「病めるｒ」（図34）は、惨みを'1卜うドライボイントの線による描写がその作品の主題である
病｢ﾙなｲ<宏感をよく浅｣Ｈ１しています。また、色彩木版illiiの「森へ」（図35）では全く.伎巧的でない素朴な
刎線がかえって不安感や孤独をよく炎しています。）1iii人が原nliiをおこすのではなく、作家自らが刻むこと
でしか炎｣FMできない|Ⅱ:VIL、このような狐１１１の炎JMを得て、木版lIljiはiWﾉ|:を遂げたのです。

ドイツ災)M];澱のlilIr蕊たち、マッゲス・ベッヴマン</)ドライボイント（|又136）や、キルヒナー、ヘツケ
ルの木版IIlIi（|叉'37.38,39）も縦くliil嫌です`，そして、こｵ1らのIlli欧のHill向が明治末から大TEM11にIZl本に紹
介ざｵ'たのです。その紺介の役を拠ったのは｢I樺派でした③

6．山本鼎自由画教育と創作版画

｝11樺派が紺介した１１(i欧の新しいml11ril、炎現1鑓の影騨下に、｜]本で新しい版画の創作運動を提唱したの

が山木鼎です。「漁夫」（図40）はその記念碑的な木版画作,MHです。それまでの日本の木版画といえば浮世

絵でした。瀞１１１:絵は、絵師、彫り師、刷り師の分業による、極めて高度な職人的協同作業によって成り立

っていました。これに対して、山本は作.背自らが彫I〕、刷りまで行う、園刻自刷の創作版画を提唱し、自
ら実践して見せたのです。

この後、山本はフランスに留学し「ブルトンヌ」（図４１）のような色彩木版画などを手がけています。

また、山本はフランスからの帰途、ロシア革命後のソ連に立ち寄り、農民美術に感化され、その影響下に
帰国後自由画教育の運動を起こしていきます。

自由画教育という言葉は皆さんもよく耳にすると思います。どのようなものかご存じですか。

明治時代に行われていた美術教育は臨画教育でした。描き方のお手本があってそれを写すという教育で

す。これに異を唱え、自然に学びこれをモティーフにすべきとしたのが自由画教育です。印象派的な考え

方と言ったらよいでしょう。「自由画教育は、自然をただ自由に描かせるだけで、有効な表現方法を指導出

来ない」等の様々な批判を受けながらも、その底流には表現主義をも含み込み．子ども自身の表現を認め

ていく方向性として、日本の図繭救育の主流として現椛まで繋がっています。自然をモティーフにするだ

けでなく、特に版画においては’１３活KMi、つまり'|:↑iliを鰄婆なモティーフとするのは、111本が農民美術に感

化されたことを薄えれば納得できるのではないかと思います。

＃11作版liIiiはダイレクトに牌さんの救育版llIliに繋がっているのです。このような自覚を皆さんはお持ちで

すか？

山本が提唱した創作版画は彼が渡欧中も広がりを見せ、次世代に決定的な影響を与えました。今日はそ

の創作版画第二世代の二人の版画家を取り上げてみたいと思います。

7．田中恭吉と恩地孝四郎／創作版画の多様性

ここでは田中恭吉と恩地孝四郎という二人の版画家をとりあげます。創作版画に繋がる教育版画の現在

の状況、マニュアル化し画一的になってしまった状況に比べ、黎明期の創作版画がどれほど自由で多様性

に富んだ表現を見せていたかを知っていただきたいと思います｡
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田中恭吉は夫折の天才版画家でした。なんと23歳で亡くなっています.従って作家として活動したのは

ほんの僅かな期間ですが、リリシズム溢れる優れた作品を数多く適しています。恩地孝四郎らと「月映」

のグループを結成し、萩原朔太郎の詩集『月に吠える』に提供された挿絵（図42）が有名です。文学好き

の方は、ああこの作品の作者かと納得されるのではないかと思います。

「焦心」（図43）は多版多色刷の木版画ですが、先程紹介したムンクと相通じる孤独感や不安感を感じ

させるのではないでしょうか。加えて、重なり合う装飾的な色彩の繊細さに日本的な美も感じさせます。

「生ふるもの、去るもの」（図44）は陰刻法の木版画です。黒色などの暗い色をあらかじめ施した紙に、

明色の絵具で刷ることにより、刻んだ凹部が暗い陰になる方法です。この作品では凸部の白色が実に繊細

なニュアンスを生んでいます。

私は、この陰刻法というのは、とても面白い技法ではないかと思っています。この技法では、刻線を境

に別々の色彩を樋くことで一版多色の作品を簡単に作り出せます。創作版画第三世代の小野忠童はこの技

法による数多くの名作を生み出しています（図46)。

田中の「生ふるもの、去るもの」には、同じ版による別の刷りバージョンがあります（図45)。通常の

刷り、つまり明色の紙に塒色の絵具で刷ったもの、いわゆる陽刻法の作品です。田中は地色を施した紙に

刷ったり．このように陽刻法、陰刻法の両方を試みたりしながら、自由に自らのイメージを飛翔させ、ま

た確認していたものと思われます。

版画はまさにMIIることによって作品となる訳ですから、刷りの工夫．そのバリエーションを多く試みる

ことは．版画ならでは、の面白さや可能性を探ることになるのです。

ところで、現在の教育版画の世界では、この陰刻法はどのように評価されているのでしょうか。私が知

る範囲では．特に沖縄の教育版画では、不思議なことに全く無視されているようですね。これは何故でし

ょう。この実悩については、後ほど皆さんからお話しを伺いたいと思っています。

続いて恩地孝四郎の作品を見ていきたいと思います。恩地の作品は実に作風が多様です（図47～50)。

彼は生粋のモダニストと言えるかもしれません。栂成的な作風があったかと思うと、印象派風のものがあ
ったり。このような節操がないとも言えそうなスタイルの変化も、実にモダニスト的と言えるかもしれま

せん。「キリストとマリア」（図47）は彼の作品の中では表現主義風で、田中恭吉の世界に近いように見え
ます。そう言えば、このマリアの部分は陰刻法ですね。また、晩年の代表作「円波」（図50）は穏やかな
印象派風のスタイルですが､技法的には浮世絵的な技法を取り入れています。自刻自刷の創作版画が批判
の対象にしてきたはずの浮世絵を技法面で取り入れているところが面白いですね。

8．ヴオルス、ピカソの作品から考える

最後になりますが、二つの作品を紹介しつつ、もう少し具体的に版画教育と関わるお話しをしたいと思
います。例に挙げるのは1960年代のヴオルスとパプロ・ピカソの作品です。

ところで、皆さんはドライボイントを制作したことはありますか？
あるいは、現在、現場で子どもたちにドライポイントを指導していますか？
それは具体的にはどのような材料を用いて行っていますか？

現在では、表面が平滑な厚紙にニードルやカッターナイフで傷をつける方法も行われているようですが、
私の頃は、塩ビ板にニードルを用いて線を刻むというものでした。多分、現在でも行われていますよね。
塩ビ板を使うのは材料費が安価な為もありますが、その透明性を活かし、予め作った原画を写しやすいと
いうこともあったようです。

ヴオルスの「エテュード」（図５１）はドライポイントの名品です。このタイプの作品は、私の子ども
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'11i代、よく数科鰕にドライボイシトの作例として紹介されていました。でも、与えられた塩ビ板では、ま
ずこんな作,Ｍ１は出来ないのです。

ドライポイントは、銅板のような金脇仮を二一ドルで直接ﾘ|っ掻くことで出来る線を刷り取る技法です
が、その線にはパI)ができ、こｵ1が抑勝のある独特な表情になります。先に見た、ムンク（図34）やベッ

ケマン（'叉136）の作ＩＩｉ１１もそうでした。命ｌ醐板ではそのパリはりい〕、ある穐度の枚数が刷れるのですが、塩

ビ板ではバリがす~ぐにＩ)iｵ[てしまい、IMdMI1-）たらもう終わ')です。後に残るのはただの抑揚のない刻ま
れた線のみで1~ｏ

ｑＩに仮喫なのは、金1,蝿板莚刻む１１#の抵抗感です。その抵抗感で生まれる線そのものの表情がヴォルスの

ｉｌｌ絲傲かつ繊細な作iWlを成立させているのです。原iilliをなぞるような絵ではないのですね。作例を示した

なら、そｵlが可能なiiwi材を提供して欲しいものです。

皆さんはこんなfiViを感じませんでしたか？

パブロ・ピカソは雛もが知る20111組の腫匠ですが．版Imii家としても一つの頂点を築いた作家です。初期

のＩつましい食lji:」（|BXI52）など、銅版Iuliにも名品が多いのですが、今日は、リノカットの作品を取り上

げたいと思います。

リノカットとはリノリウムを版材に)|｣いる版iimiです。木版iHiiとほぼliilじですが、用いるリノリウム板は

板１１がないため彫りの低抗感が少なく、大きなサイズを入手しやすいことで、一時期、教育現場で広く用

いられました。この紫材にピカソは注１Jし多くの傑作を残しています。

ピカソのリノカットは大変､i白い制作方法をとっています。一つの版で、ある色を刷った後、また掘り

進め血ねMIlりをする。それを次々と繰り返していく方法です。版木は刻々変化していき後戻りは出来ませ

んから、かなりの計画性をもって制作されています。

「帽子の女」（図53）も、このリノカットの作品ですが、どんな手順で作られた作品だと思いますか？

どの色の版の上にどの色を乗せていったのか考えてみてください。

かなり複雑ですから、まずはもう少し単純で分かり易い作品で考えてみましょうか。「帽子をかぶった女

の大きな頭部」（図54)、これならまだ簡単でしょう？

「帽子をかぶった女の大きな頭部」（図54）は４色で刷られています。明るいベージュ色、やや暗めの

ベージュ色、褐色、黒色、この順番に刷られています。明るい色の上にl清い色がどんどん刷り重ねられて

いるのですね。

－番初めの明るいベージュ色はく夕版です。全く彫られていない版で刷られています。

次に、真ん中の横顔の形、つまり、作品で明るいベージュ色に見えているところが彫り取られ、その版

でやや11溜めのベージュ色が刷られています.

そして次に、やや暗めのベージュ色に見えているところ、背擬やアウトラインが彫り取られ、褐色の刷

り。

最後に、褐色に見えているところが彫り取られ、黒色の刷り。

このような手順だったと考えられます。

理解できましたか。それでは、複雑な「帽子の女」（図53）の方も考えてみてください。

画
れ

版
こそれでは、答えを言いましょう。ただし、私はこの版画については、オリジナルを見ていなくて、●

集の印刷図版で見ているので、もしかすると実際は少し手順が異なっているかもしれません。でも、

－１２１－



琉球大学教育学部紀要第68災

から言う手順で制作可能です。

第１回目の刷り：褐色。版は額縁部分の白い所のみ彫られている。

第２回目の刷り：少し薄い黒色。画面大の四角のべ夕版．

第３回目の刷り：臼色。女性の輪郭と背景の少しＩＭＩい黒色部分が彫り取られた版。

第４回目の刷り：黄色。さらに白色に見えている部分が彫り取られた版。

鯛５回目の刷り：空色。さらに黄色に見えている部分が彫り取られた版。

第６回|曾|のMIIり：緑色。さらに空色に見えている部分が彫り取られた版。

第７回目の刷り：赤色。さらに緑色に見えている部分が彫り取られた版。

第８回目のMlりり：濃い黒色。さらに赤色に見えている部分が彫り取られた版。

どうでしたか、予想は当たりましたか？

このピカソの刀法を応)Ⅱして、ゲームのような版Iiliiの授業を考えてみました。実は、この講座に合わせ

て，昨日新えた授業案なので、企くりulliはしていません。まだ思いつきの段階ですから、爽際に授難をし

たらきっと改押川(が11｛てくると｣Ｕいますが、今、おillIiししてしまいます。次のようなプランです。

まず、クラスを４人一組のグループに分けます。このllMiiliの授業は４名のコミュニケーション゛アー

ト・ゲームです。（仮に４満をそｵ1ぞれＡ、Ｂ、Ｃ、、、とします｡）

同一サイズの版木をそれぞれ１枚flgMiします。各自好き好きに彫って好きな色でそれぞれが４枚同じも

のを刷ります。

例えば、Ａはその中の１枚だけ手元に残し、残りの３枚をそれぞれＢ、Ｃ、Ｄに渡し、版木をＢに渡しま
す。

Ｂは受け取った版木に彫りを加え，Ａから受け取った１枚に自分の好きな色で重ね刷りします。そして次

にその版木をＣに渡します。

ＣはＢから渡された版木で自分の好きな色をＡから受け取った１枚に刷り、Ｄに版木を渡します.

Ｄも同様にＣから渡された版木で自分の好きな色をＡから受け取った１枚に刷り、Ａに版木を渡します。

Ａも同様にＤから渡された（元々自分が最初に彫った）版木で自分の好きな色を、残しておいた１枚に刷
り、今度はＣに版木を渡します。

次に、Ｃは渡された版木に彫りを加え、自分の好きな色で重ね刷りします。そして、版木をＤに渡します。
ＤはＣから渡された版木で重ね刷りをし、Ａに渡します。ＡはＤから渡された版木で重ね刷りをし、Ｂに渡し
ます。ＢはＡから渡された版木で埴ねMII)をし、今度はＤに渡します。

今lHiは、Ｄは波された版木に彫りを加え，自分の好きな色で砥ね刷りします。そして、版木をＡに渡しま
す。Ａはりから渡さｵ'た版木でiliねI刈りをし、ＢにilIします。ＢはＡから渡さｵ1た版木で重ねMりりをし、Ｃに
iMiします`，Ｃは｢Ｈ１から独ざオ'た版木でiIIねＭＩＩりをし、今度はＡに渡します。Ａに最初に自分が彫った版木が
１１Mってきました。

股後の一巡になりますが、Ａは渡された版木に彫りを加え、自分の好きな色で重ね刷りし完成とします。
そして、版木をＢに渡します。ＢはＡから渡された版木で甑ね刷りし完成、版木をＣに渡します。ＣはBから
渡された版木で重ね刷りし完成、版木をＤに渡します。ＤはCから渡された版木で重ね刷りし完成、Ａに版
木を返して終わります。

これをそれぞれ、Ｂ、ＣＤスタートのものも同時に進めます。４枚ずつ別刷りのある４種類、合計16枚
のコラボレーション版画作品が生まれます。

最初に刷る枚数を倍に増やして２種類の刷りにすれば、倍のバリエーションが生まれます。また、一番
最初の彫りと刷りは、必ずしも1版’色の刷りでなくても綱いません。例えば黒色のベタを刷った後同じ

－１２２－



水ｊ‘：版iiii指導の新しい可能性について

人が線を彫りその版で白色をM1１つたもの（－．種の陰刻法です）をスタートにしても良いのです。

さらに、それぞれの版木は同一サイズですから、別の版木を使って刷り加えるような発展型もあり得る
かもしれません。

祷蕊で説印lすると、少々複雑に感じますが、四人の問をぐるぐる版木が回っているだけなので、実際は

それほど複雑ではないと思います。まだ思いつき段階ですが、こんな授業、どうでしょうか。

人の作ったものをまず認め合い、次々に各自が工夫を凝らし手を加えていく。最後に、はじめの人が他

の人によって変化を遂げたものに更に手を加えてまとめあげてみる。こういう造形のコミュニケーション、

今の子どもたちに必要な、面白い取り組みだとは思いませんか？

版iiHiは、版を作ること、そしてそれを刷ることで作品が成立します。その過程を明確に意識すること、

その痕跡を残すことが可能な表現手段です。その過程で、子どもたちに様々な工夫が生まれ、その工夫自

体がとても楽しい、そのような授業が生まれたら素晴らしいですね。現場の先生がそれぞれに工夫して、

このような授業を創り上げていただきたいと期待しています。学級経営や子どもたちの成長ともつながる

楽しい授業を考えたら是非私にも報告してください。或いは、何か漠然としたものでも良いですから考え

ついたら、是非相談してください。面白い授業になるよう一緒に考えさせていただきたいと思っています。

それではこれで、今日の前半、講義の部分を終わりにします。休憩の後、それぞれ持参した作品を見せ

合いながら、お話ししましょう。
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版/絵具/紙の関係版種印刷法版形式

凸インクを版のでっばつ
版た部分に塗って紙を
のせ，バレン（日本）
でこすったり，プレ

ス(iBj洋)で写しとる．

線や櫛など図柄とし
て描きたい部分を残

し,それ以外の部分を
なんらかの方法で取

り去って版をつくる．
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Ｃ

護繊鱗鰄｝■＝

聯鱗:91雷､腰
とのらない部分を作リトプレス
リ釿専川のブレス機

でこすって転写する．
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一日■■F砦留ローロロ￣卑囚pP-

石版(金臓１ｌｘ）

リトグラフ
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孔網などの細かい布倒⑪－
版や型紙の穴をとうし騨馴圏M3……燭i蘭MH籔漉

恩雛iilii蝋。-ラー
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スキージ
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版

合羽版

謄写版

シルクスクリーン

紙（合羽版．Ⅱ鰐解版）

鴬ニーヒニ

図１ 坂形式と版極
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水il<：版iiIi撮導の新しい可能性について

夛夏Ji霧

艫

図３．作者不'１１ドキリスト畷刑徽
1380-1400年頃彩色木版l27X94

作祈不詳ブルゴーニュ地方
プロタの木版百卒畏と二兵士1370年頃
フェールテ・スュル・クローヌ附近（クリユ
ニー近郊）のレープで発見された版木による
近年のEIIり550Ｘ396

図２．

図5．宝相錨文紙図４，百万階陀磁尼

製紙の飴＆Ｕ

ＵｑｌＯ５ＡＤ，
酢300-6ｍ

中
朗

(二の因はＨ､Ｈ・Bockwltz；ZurKultuTge8cMchtede8PBpie雨(1935)麩びりmdHumtcT；PaPeTmakmg(l”)を参考'二作製

図６，紙の伝樋小宮英俊『紙の文化鯵」丸善ライブラリー0561992年ｐ､48より
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ラスコー洞窟鴎

マドレーヌⅡⅡｌＨ石器時代良さ152ｃｍ・フランス
図８．

－－－曲一一寧ろ＄こむ
図７．ベク・メルル洞窟手形と斑点

オーリニャック期旧石器時代フランス。

雪iiiiM3i

図10．ピュラン

ｒ
Ｑ
‐
｜
◆
‐
』
■
『

七
け

図９．作者不詳聖母子
１５世紀末クリプレ版162Ｘｌ２２

図11. マンテーニヤ.アンドレア腰母子

1450年頃（1480年とする人々もある）
ピユラン彫295Ｘ247

版画家レンブラントにも遮感を与えた

版画史上鰯も有名な作品である。
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水#'1：１Ｍ(ij1iil擶導の新しい【'i能性について

図１３．１Z.S,の画家アルファベットのＣ
Ｍ40年頃ビユラン彫l50X140図12．トランプ・カードの画家手紙を見る脚

1430年頃ピュラン彫130×9３

デューラー,アルプレヒト

四人の裸の女たち、または胸女たち
1497年．ピュラン彫l90x133

図15.

＃

ションガウアーマルテイン

ゴルゴダの丘と四天使1460-1490年頃
ビュラン彫288Ｘ191

図14.

デューラー,アルプレヒト
アダムとイヴ1504年
ピュラン彫248Ｘ１９２

図16.
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図18.デューラー.アルプレヒト

茨の餓冠1509年頃木版127Ｘ9８デューラーアルブレヒト
メランコリー、あるいはメランコリア

1514年ピュランlW238Xl86

図17,

図20. プルューゲル（父），ペーテル憤怒
1558年ピュラン彫223×291

ファン・デル・ヘイデン刻

図19．デューラー,アルプレヒト
一角獣による総拐，通称プロセルピーナの縢拐
1516年鉄板オーフォルト300×211

図21. プルユーゲル〔父），ペーテル
野兎狩りの風景1566年
オーフオルト212Ｘ286.
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'kil1：版liW柑導の新しい可能性について

図22．レンブラント・ファン・ライン傭りかかるレンブラント
1639年オーフオルト207×162

IIllll11li鱸,ﾖ､蕊､霧i零鑿鑿塞iｌ

図23．レンブラント・フアン・ライン三本の樹1643年
オーフオルトポアントセツシュ．ピュラン彫206×278

図24. レンブラント・ファン・ライン100グルデン版画

1649年頃オーフオルトボアント・セツシュ、ピュラン彫
280ｘ393

1鍵霧鍵篝鰯雲i篝讓i蕊蕊
図25．メラン，クロード晒顔1649年ピユラン彫429×313

下図は部分

図26．ワトソン．ジェイムスレデイ・エルスキンの肖倣、ヘラムゼイに基く
1770年頃マニエル・ノワール353Ｘ251

〆

ジノ
グ

ロ,’

￣
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図27．マニエル・ノアール（メゾチント）技法

’W‘了蝿一一=〒=西
Ｐｐ４ＪＩｆｆＯＡＰ－ｂ勺卜’４Ｗ

曇蕊

蝿1露ボンネ,ルイ・マラン
女の顔、Ｆ・プーシェに基く
1767年着色版画３５４ｌｘ232

図28

図29．クレヨン法に使われるさまざまな道具と、その効果。
（左上：回転式になっているのがルーレット、左上端と中はマトワール）

図3ｑ ゴヤ，フランシスコデ
「気まぐれ」１３、こいつは熱い
1799年

オーフォルトとアクアチント
216×1５１

「気まぐれ」６１、彼女たちは飛んだ
1799年

ｵｰﾌｵﾙﾄ､ｱｸｱﾁﾝﾄ､ﾎﾟｱﾝﾄﾞｾﾂｼﾕ
214Ｘ１５０
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'kilt；liRiiIii桁鞠の新しい可能性について

ゴャ，フランシスコ・デ．ゴーロンのIlil9l
l825『ドリトグラフイ－２７０ｘ２０７

ゴーロンはボルドーのfi版印MII瀞で
「ボルドーのＩＭＩ'卜」を印MILた．

図32.

図33. トウールーズ・ロートレック

アンリ・ドル・ディヴォン・ジャポネ

1893年紺色ポスタ-790×595
図34．ムンク，エドアルド鋼める71894年

ドライボイント＊390×293

図36. マックス・ベックマン

山高帽をかぶった自画像
1921年ドライボイント308Ｘ241

図35．ムンク，エドアルド森へ1897年
木版＊495×565
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図3８エーリッヒ・ヘツケル鍔jlilにしゃがむ女
1913年木版499×323

図37．エルンスト・ルートヴイッヒ・キルヒナー樹
1921年木版626Ｘ429

図39. エーリッヒ・ヘヅケル

男の肖像

1919年多色木版462×326

図40．山水ＮＩＩ漁夫1904年木版

図41．山本1Ｗプルトンヌ1920年木版
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,kil1：版'１１，１桁櫛の新しい可能性について

図4３ ｍ１ＩｌｌＩｉ背離心
1914年木版
209Ｘ１００

図42．IHl1I恭背悔恨第一ペンlujiJNAインク、金泥
I52xlO7『月に吠える』（1917年２月）の挿画として使用

図44. ｍ中恭吉生ふるもの去るもの
I914fl｛木版264Ｘ１９１

私樹『川映」Ｕ所収

、中恭志生ふるもの去るもの
l914年木版235ｘ１６５

弘樹

図45,

図46．小野忠通工場Ａ
ｌ930年木版陰刻法l24x190
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図48．恩地孝四郎叙情Ⅷわれいかる
1914年木版l95X135

図47．魁地孝IIF1Ul（キリストとマリア
1915年木版240Ｘ175

){川lVE魔

図49．恩地孝四郎美人四季．冬
1927年木版290Ｘ230

図50．恩地孝四郎円波1939年木版B75x715

図51. ヴオルスエテュード

1963年ドライポイント＊】O6x86

燭
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水i''６版ＩｌＩ１ｉ術騨の新しい可能Illiについて

パプロ・ピカソ

鯛子をかぶった女の大きな頭部

リノカヅト“OX531

図弱．

パプロ・ピカソつましい食駆
1904年オーフオルト464Ｘ378

図52.

図53．パプロ・ピカソ嗣子の女1963年リノカツト545Ｘ397

－１３５－


